






要約:ガンマグロブリン静注療法(IVGG 療法)は川崎病の冠動脈病変形成の予防に有効とさ

れていろ。しかしその作用機序に関しては未だ明らかではない。今回 IVGG 療法の効果を評

価する目的で、IVGG 療法を受けた川崎病患者について病初期のリンパ球数、サブセットお

よびリンパ球芽球化反応(LT)の推移を検討した。 


